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1参加メンバー

概要

1ミッション

1活動の⽅向性

・今後企業がCarbon Foot PrintやCarbon Pricing等に対応（製品取引）
☛温室効果ガスの排出量算定の評価や認証

・⽔素・アンモニア利⽤技術開発のための安全な取扱に関する相談

・ Carbon Neutral社会創成のためのCarbon Foot Print・Carbon Pricing
☛企業 ・・・CO2 排出量算定

・・・科学的⾒地から独⾃認証・評価の仕組み
・・・国際認証⼿続きを⽀援する仕組み

・⽔素・アンモニアの安全な取扱いに係る⽀援
・・・利⽤技術開発に貢献

・ゼロカーボン協働WGのメンバーに本WGへの参加意向を確認
（新たなメンバーも募集）

・CO2排出量の算定に課題をお持ちの会員
・⽔素・アンモニア利⽤技術開発や導⼊に関⼼・検討されている会員

・企業の個性に基づいた必要な技術に関する情報の提供
・脱炭素活動の仕組みづくりを⽀援するためのサービス体制の構築
・脱炭素活動の効果を定量的に評価



サプライチェーンCO2排出量とは︖
事業活動によって排出されるあらゆる「温室効果ガス」の排出量を
CO2に換算して算定した量

温室効果ガス
⼆酸化炭素(CO2)（化⽯燃料由来，⾮化⽯燃料由来がある）
メタン(CH4)
亜酸化窒素(N2O)
ハイドロフルオロカーボン(HFCs)
パーフルオロカーボン(PFCs)
六ふっ化硫⻩(SF6)
三フッ化窒素(NF3)

（ガスの種類によって，温室効果の⾼さが異なる）



何のためにサプライチェーンCO2排出量
を算定をするのか︖

1. 事業者の温室効果ガス排出量の現状と削減努⼒を可視化す
ることが可能

2. サプライチェーン排出量をCSR報告書やWEBサイト等に掲
載することで環境対応企業としての企業価値の向上

3. 今後のCO2排出活動の計画作成に貢献

CSR: Corporate Social Responsibility︓企業の社会的責任



Scoape１,２,３とは
【サプライチェーンCO2排出量】
＝[Scope1排出量]+[Scope2排出量]＋[Scope3排出量]

Scope1︓事業者⾃らによる温室効果ガスの直接排出

Scope2︓他者から供給された電気，熱・蒸気の使⽤
に伴う温室効果ガスの間接排出

Scope3︓Scope2 以外の温室効果ガスの間接排出
（事業者の活動に関連する他者の排出）

[Scope1排出量]+[Scope2排出量]はあいちゼロカーボン推進協
議会(iZEC)とNPO法⼈AKJ環境総合研究所によって認証



サプライチェーンCO2排出量(Scope1,2)の
算定ツールを提供





2024年度の活動計画2024年度の活動計画
1. WGメンバーの募集・WGの体制構築
・総会におけるプレセンテーション
・ホームページによる広報
・WG会議を開催しWGの体制構築を実施

（円滑かつ効率的なWGの運営）
2．具体的な取組の検討
・WG会議を開催し具体的な取組について検討
3．取組の実施
○Scope1,2算定と認証事業の実施
○Scope1,2,3算定のための講習
○中⼩企業向けSBT認証への⽀援
○⽔素・アンモニア取り扱い講習会の開催

1. WGメンバーの募集・WGの体制構築
・総会におけるプレセンテーション
・ホームページによる広報
・WG会議を開催しWGの体制構築を実施

（円滑かつ効率的なWGの運営）
2．具体的な取組の検討
・WG会議を開催し具体的な取組について検討
3．取組の実施
○Scope1,2算定と認証事業の実施
○Scope1,2,3算定のための講習
○中⼩企業向けSBT認証への⽀援
○⽔素・アンモニア取り扱い講習会の開催

SBT（Science Based Targets）︓温室効果ガスの排出削減⽬標




